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Agenda

Agenda

• FHIRとは？

• FHIR プロファイルとか？

• FHIR Shorthandとは？

• SUSHIとは？

• デモ
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FHIRとは?
FHIRとは
- Fast Healthcare Interoperability Resources の略であり、
- Web通信の一般的技術であるRESTを使用して、
- 可読性が高く取り扱いがし易いJSON/XML形式の

データの集合(＝リソース)をやり取りする
- 短期間で実装可能な医療情報交換標準規格

医療のデータの表現方法として皆で共通したフォー
マットを使うことによって、システム間や施設間など
での情報の伝達や交換をやりやすいようにしよう！

簡単に言うと・・・

しかし・・・

FHIRは自由度が高いので、相互運用性を保証するため
には、事前の「申し合わせ」や「規則」が必要。
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FHIRプロファイルとは？
実際の活用においては、基本Resourceだけでは、不十分

国/地域/グループ/アプリケーション等の 各レベルで、

Resource拡張/制約、利用するコードセット・用語の指定

を行い共有する = FHIR Profile

https://simplifier.net/guide/profilingacademy/IntroductiontoFHIRandprofiling NHS(UK)のサイトで公開され

ているProfile例

https://simplifier.net/guide/profilingacademy/IntroductiontoFHIRandprofiling
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FHIRプロファイルはどのように提供されるか？

http://hl7.org/fhir/conformance-module.html

FHIRプロファイルは、一般的に実装ガイド(ImplementationGuide)や機能ステートメント
(CapabilityStatement)の形式で提供される。
• 実装ガイドとは、ドメイン、機関、ベンダーが発行する文書で、特定のユースケース（または一連
のユースケース）をサポートするためにFHIRをどのように適応させるかを説明するものです。実装
ガイドは、一連の適合性リソースとそれを支える説明文を組み合わせて、実装者が使用するための
文書にしたものです。

• 機能ステートメントは、コンフォーマンス・リソースを使用して、クライアントやサーバーがどの
ようにFHIRを実装したか、つまり仕様やAPIのどの部分をどのように実装したかを文書化したもの
です。

http://hl7.org/fhir/uv/ips/https://www.fhir.org/guides/registry/

http://hl7.org/fhir/conformance-module.html
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FHIRプロファイルもリソースで表現される

FHIR開発は、この実装ガイドに従って、あるいは
実装ガイドを作成して、進めるほうが良いが。。。

{

"resourceType" : "StructureDefinition",

"id" : "us-core-patient",

"text" : {

"status" : "extensions",

"div" : "省略"

},

"url" : "http://hl7.org/fhir/us/core/StructureDefinition/us-core-patient",

"version" : "3.1.1",

"name" : "USCorePatientProfile",

"title" : "US Core Patient Profile",

"status" : "active",

"experimental" : false,

"date" : "2020-06-27",

"publisher" : "HL7 US Realm Steering Committee",

"contact" : [

{

"telecom" : [

{

"system" : "url",

"value" : "http://www.healthit.gov"

}

]

}

],

"以下略"

http://hl7.org/fhir/conformance-module.html

どのようなコード
を使うのか？

各リソースでは何が必須で
何を使わないのか？

実装したFHIR APIはどのリ
ソースを利用できるのか？

どのような検索パラメー
タが使えるか？

全体の取りまとめ
や説明

これらのConformance(適合性)リソースのインスタンスを
FHIRアーティファクトと呼びます。

http://hl7.org/fhir/conformance-module.html
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FHIR Profileを作成する方法

FHIR Profiling作業を支援するための様々なツールや方法が存在しています。
http://hl7.org/fhir/uv/shorthand/#relationships-to-other-standards-tools-and-guidelines

- テキストエディタ
- Excel spread sheet method (https://confluence.hl7.org/display/FHIR/FHIR+Spreadsheet+Authoring)

- Simplifier/Forge や Trifolia-on-FHIR のようなGUIツール

- FHIR Shorthand = FHIRアーティファクトを定義するためのドメイン固有言語

http://hl7.org/fhir/uv/shorthand/#relationships-to-other-standards-tools-and-guidelines
https://confluence.hl7.org/display/FHIR/FHIR+Spreadsheet+Authoring
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FHIR Shorthandとは?

FHIR Shorthandは言語の一種であり、

fsh(フィッシュ)ファイルと呼ば

れるファイルを作成しながらFHIRプロ
ファイルを作成することができます。

でもこれはまだStructureDefinitionな
どのリソースではありません。

Alias: LNC = http://loinc.org

Alias: SCT = http://snomed.info/sct

Profile: CancerDiseaseStatus

Parent:   Observation

Id:       mcode-cancer-disease-status

Title:    "Cancer Disease Status"

Description: "A clinician's qualitative judgment on the current trend of the cancer, e.g., whether it 

is stable, worsening (progressing), or improving (responding)."

* ^status = #draft

* extension contains EvidenceType named evidenceType 0..*

* extension[evidenceType].valueCodeableConcept from CancerDiseaseStatusEvidenceTypeVS 

(required)

* status and code and subject and effective[x] and valueCodeableConcept MS

* bodySite 0..0

* specimen 0..0

* device 0..0

* referenceRange 0..0

* hasMember 0..0

* component 0..0

* interpretation 0..1

* subject 1..1

* basedOn only Reference(ServiceRequest or MedicationRequest)

(省略)

fshファイルの例

ベースのリソースは？

どのような拡張を含む？

Cardinalityの変更

必須に変更

使わない要素

https://build.fhir.org/ig/HL7/fhir-

shorthand/overview.html#line-by-line-walkthrough

https://build.fhir.org/ig/HL7/fhir-shorthand/overview.html#line-by-line-walkthrough
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SUSHIとは？
SUSHIはFSHファイルをプロファイル、エクステンション、バリューセットなどの
FHIRアーティファクトに変換するFSHコンパイラのリファレンス実装です。
(https://build.fhir.org/ig/HL7/fhir-shorthand/overview.html#fsh-in-practice)

つまり、FHIR Shorthandを記述したFSH(フィッシュ)ファイルを、
SUSHIコンパイラで処理すると、StructureDefinitionなどのFHIR
アーティファクトのファイル群が生成されるのです。

ちなみに、、、
an acronym for “SUSHI Unshortens SHorthand Inputs”

https://build.fhir.org/ig/HL7/fhir-shorthand/overview.html#fsh-in-practice
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SUSHIとは？

SUSHIが生成するのはImplementationGuideや
StructureDefinitionなどのJSONファイルまでであり、
さらに「HL7 FHIR IG Publisher」を実行することで、
HTMLファイルを含む実装ガイドまで生成されます。

出典: https://build.fhir.org/ig/HL7/fhir-

shorthand/overview.html#fsh-in-practice

https://build.fhir.org/ig/HL7/fhir-shorthand/overview.html#fsh-in-practice
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SUSHIを試すには？

SUSHIのインストール方法や基本的な使
い方をまとめた、FSH Schoolというサイ
トがあります。

https://fshschool.org/

FHIR Shorthand公式ページ

https://build.fhir.org/ig/HL7/fhi
r-shorthand/index.html

https://fshschool.org/
https://build.fhir.org/ig/HL7/fhir-shorthand/index.html
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SUSHIデモ①
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FHIRプロファイルのもう一つの使い道

なぜ適合性リソースは単なるドキュメントではなくて
リソースなのか？

https://www.hl7.org/fhir/conformance-module.html#roadmap
「将来的には、検証ツール、コードジェネレーター、およびより広範なモデル
ベースのガイドオーサリングツールで、これらのリソースがより広く使用され

るようになると予想されます。」

つまり以下のようなことができることを想定している
・CapabilityStatement全体を読み込んで対応するクライアントモジュールを
生成する
・StructureDefinitionを読み込んで対応するValidationを実施する
・SearchParameterを読み込んで対応する検索パラメータを追加する

https://www.hl7.org/fhir/conformance-module.html#roadmap
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SUSHIデモ②
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SUSHIで作られたIGとそのソースの例

Logicaコンソーシアムが公開している、「Logica COVID-19 
FHIR Profile Library IG」はSUSHIを使用して作成されており、
そのソースもGitHub上に公開されています。

https://covid-19-ig.logicahealth.org/ https://github.com/logicahealth/covid-19

https://covid-19-ig.logicahealth.org/
https://github.com/logicahealth/covid-19
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今回のセッションと同じような内容をInterSystems
開発者コミュニティで公開しています。

SUSHIを使ってFHIRプロファイルを作成しようパート1：https://jp.community.intersystems.com/node/493351

SUSHIを使ってFHIRプロファイルを作成しようパート2：https://jp.community.intersystems.com/node/506271

https://jp.community.intersystems.com/node/493351
https://jp.community.intersystems.com/node/506271
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Thank you.


